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悵告第１竹

令和 ７年 ２ｙｘ　２　１　日

契め祖葹者

一般財団法人自衛隊援護協会

ミ事長伊藤ｔ夫

下記によ り入札を実施する ので、入札参加を希望する者は参加 されたい。

記

１　 入札方式 ：一般競争入札

２　 入札に付する事項

（１ ）件佑： 自衛隊就職援護情報ネ ット ワークシステムの整備に係る設牡・飄

発役務

（２ ）内容： 仕様書の とおり

（３ ）期間： 仕様書の とおり

３　 入札 日時等

け） 日時 ：令加７ 年３ １１ ９日 （水）１ ４時 ００分

（２ ）場所： 東京都新宿［孟天搾ぢ ６　 Ｍビル６ 階　 自衛Ｗ援護協会本部入札

室

４　 参加資格

（１ ）令珮］ ０４ ・０５・ ０６ 年度全省庁統一資格「役務のを供等」の 「Ｃ 」等級罧

上に格付され、関東・ 殫信越加減の競争参加資格を有 し、 令鵝 ０７ ・０８・

０９ 年度全省庁統一資格においても 同資格を有するこ とが見込まれ、資格

決定後、 速やかに資格審を結果丿白］書をを芭できる者である こと。

（２ ）防衛省から 「装備品等Ｗび役務の調達に係 る指名停止等の要領」 に基づ

く指竡停止の措置を受けている期間中の者でない こと。

（３ ）前号に より 、現に措竡停止を受けている者 と資本関係又は人的回係のあ

る者であって、当該者 と回種の製造又は役務請負について防衛省と 契約を

行お うと する者でない こと。

（４ ）適合条件を満たす証隰書類を期日 までに提ｉし承售を得た者であ るこ

と。 「Ｓ Ｉ」紙参照）

５　 入札方法

入札書に は、 荀巾・役務費の総額をＲ載する こと。



落札決定に当 たっ ては、入札書に記載さ れた金額に当該金額の １０ ‰に相

售する額を加算した額 （葹該金額に １鵈未満の端数誤答）ると きは、その端数

金額を切 り捨てる もの とす る。 ）を もっ て落札価格と する ので、入礼者は、

消費税等に係る課税事業者であるか免税業者であるかを問わず、見積もった

契約金額の１ １０ 分の １０ ０に相售する金額を入札言に記載するこ と。

最も安価な入札額が［肖価であった場合は、 くじによ り落札者を決定する。

２の入札に付する事項に縦 した入札又は ４の参加資格のない者のした入札

は無効と する。

６　 契約書作成の必要の有無：　有

７　 違約金

落札者がｊＥ隹なミ由なく 契約を結ばない場合には、 落札を額の１ ００ 分の

５八上の金額を違約金 として徴収す る。

８その他

（１ ）本入札に係 る落札八び契約締結については、本件予算が 「ぶ職予定自

衛官就職援護業務費補助金なイサ要綱‾反び奥を萇領について （Ｊ知） （防

人２ 第５ ２５ ８倚、６　２． １０ ．８ ）第 ５条に基づき 交付決定 されるこ

とを条件 とす る。

（２ ）仕様書のな付等

入札参加を希２する者は、 仕様書‾ｋび入札窖（様式）を交イ才するの で、

事前に電話連絡の上、 一般財団隹人 自衛隊援護協会事務鶚 （Ｍ ビル ５階）

にて受領するか、 もしくは協会から市子データで送イ才する。

（３ ）防衛慝競争参加賢察の「資格書を結果」知窖」 のを芭

［資格書を総果ミ６お］書」の写しを、 仕様書のなイ才ゆにを趾するこ と。

（４ ）原則、 現に指名停止 を受 けている者の下獵懴については認めない ものと

する。ただし、真にやむを得ない事由を 当協会が認めた場合に は、 この隕

りではない。

（５ ）こ の一般競争に参加を希望する者は、 適合条件を満たすこと を証明する

書類を令和７ 年３ １５ 日（水） １４ 時０ ０分までにをｉし、承簒を得るこ

と。

なお、必要に応じて追加資料の提出を求める こと があ る。

（６ ）委任状

資格書を結果丿知書に記載 されてい る鈔、タトの者が入札に参加する場合に

は、 正式な代ミ権を証明する書類（委任状） を提芭するこ と。

（７ ）郵便入札

郵便によ る入札は、令和７ 年３ １１ ８日 （火）１ ６時 ００ 分必着と し、

封書には会社名、 入社日時八び件名を記載し、朱書きで「入札霧在中」と



記入し郵送するこ と。

なお、郵便入札を行う 場合には、事前に会計課ま で連絡するこ と。

（８ ）問い合わせ先

一般財回京大　 自衛誅援護協会事務局　会牡課長　 き異

電話番号 ：　 ０３ －５２２７－ ５４００

メールア ドレス：　 ｋａｉｋｅｉ ２０ｅｎ　ｏｋ　ｏｋａｉ／



適台条件

別紙

１　 条　件

（１ ）契約相手方

ａ） 装嘱砿等及び役務の調達におけ る情報セ キュ リテ イの確保について （通達） （防装庁

（事）第 １３ ７号。令加４ 年３ ヂｊ ３１ 日） の「調達における情報セキュリ テイ基

準」 適合を過去に受けた実績を持つ者である こと。

ｂ） 防衛省のシステムにおいて、本役務と鶚等規模Ｗび鶚等契約期間程度のシステム設

計・ 開発役務の履行実績を有しているこ と。

ｃ） 官公費と の契めにおいて、 クラ ウドサービスをき夕日 したシステム加計 ・回発役務の

履行実績を有 している こと。

ｄ） ｎ質管理は、 「ＤＳＰ　Ｚ　９００８」による もの とし、要求事項は、［ＤＳＰ　Ｚ　９００８］の適篦迅

分に よる システム設計 ・開発役務の履行実績を有 している こと。

ｅ） 情報セキュリ テイ 実施を準である「ＪＩ Ｓ　Ｑ　２７００１」 または「 ＩＳＯ／ ＩＥＣ２７００１ 」八び

「Ｉ ＳＭＳ」 または「プライバシーマーク」 のべ匹Ｅを有している こと。

（２ ）役務ａ

本役務履行に係る援護協会 との連絡調整‾乱び契約相手方が行 う役務全般を統括する

者（八下、「役務統括者」 とい う。 ）を定め るこ とと し、 役務総括者は、防衛省［白］け情

報システムの ソフ トウェア回発に回連する役務を １年鈔、上実施したこ とがある こと。

２

１の条件を満たすこと が客観的に示されているも の。

（形式は任意 とするも 、没前員については付犧を参考 とするこ と。 また、会社名等を表示

する とと もに、上記書類順で綴るものとする。）

３　 提ｔ部数

１部



付紙

業務体制表

令和 ７年Ｘｘｊｘ ｘ日

件名 ：「 自衛は就職援護情報ネ ット ワークシステム」

契も担售者

一般財回法人自衛隊援護協会

を参天　伊藤 盛夫Ｒ

住　　所

会社名

代表者名 笥

「自衛隊就職援護情報ネッ トフーグシステム」において、 下記のとおり の体制といたします。

記

」氏名　　　　所属 ・役職　　　二、　 案件名　業務経験 契納期間

以上


